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論文内容の要旨

界面活性剤の合成分野における最近の傾向としては，高価であってもユニークな性質を持つも

のが要求されるが，有機金属を含む活性剤には表面張力低下能の特に優れたものがあり，将来性

が期待されている。本研究は有機ケイ素およびスズを含む全く新しい界面活性剤を合成し，それ

らの構造と界面活性の関係を検討する目的で行なったものである。

1) 直鎖ジメチノレポリシロキサン系カチオン活性剤 (CH3)3 Si (OSi (CH3) 2Jn CH2 NR2 ・ HCl

(n= 1--のにおいて， n が増加するに従って界面活性は増加し，また異性体混合物からなる活性

剤の方が単体のものよりも界面活性は若干大きい。 乙の種活性剤では 0.1 wt %水溶液で最高

28 dynejcm まで表面張力を低下させることが出来た。

2) シロキサン系の直鎖および、二鎖型疎水基構造の、活性剤においては，直鎖 (P=l) の方が，

(CH3)3Si (0 (CH3)2 Si)n (CH2)30CH2 

CH3一 (OCH2 CH)p-0(CH2CH20)qH 

(p= 1, 2) 

二鎖型活性剤 (P ニ 2) よりも界面活性が大であり， 前者で n が 2--4 の間では， 界面活性は

ほぼ等しい。

3) ポリシノレメチレン系 (CH3)3Si(CH2Si (CH3)2Jn (CH2)30 (CH2CH20)mH (n=l, 2)，およ

びポリシラン系非イオン活性剤 (CH3)3 Si (Si (CH3) 2Jn (CH2) 3 0 (CH2 CH2 0) m日付=1， 2) はほ

ぼ間程度の界面活性を示すが，それに相当するポリシロキサン系活性剤 (CH3)3 Si (OSi (CH3) 2Jn 

(CH2) 3 0 (CH2 CH2 0) mH に比べれば劣り ， n は界面活性に影響を与えず， むしろ末端のトリメ

チルシリノレ基の影響が大きいことから，水面上における C.M.C. (臨界ミセ Jレ濃度)付近の活性

剤の配向性は通常の炭化水素系活性剤の配向性に類似である乙とが推定できる。
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4) 直鎖型 (L)，二鎖型 (S) および三鎖型 (T) 疎水基構造のシロキサン系非イオン活性

剤で

(CH3) 3 Si (OSi (CH3)z)n ー (CHZ)30 (CHzCH20)mH (L) 

((CH3)3Si (OSi (CH3)2)n )2Si (CH3) ー (CH2)3 0 (C日2CHz O)mH (S) 

((CH3) 3 Si 0)3 Si -(CH2) 3 0 (CH2 CH2 0) mH (T) 

は， C.M.C. 以上の濃度範囲では，いずれも水溶液の表面張力を 20-21 dynejcm まで下げる。

C.M.C. での活性剤の配向性は， L型および S型が水面上で鎖の軸を横にして横たわり， S 型の

ものは疎水基中央部がやや水中に引っぱり込まれているのに対し， T型のものは三方l乙延びてい

ると考えられる。

5) 有機スズを含む三鎖型疎水基構造の非イオン R3Sn (CH2)3 0(CH2 CHz O)mH およびカチオ

ン活性剤 R3 Sn (CH2)3 N+(CH3)3 ・ Ctーでは，それに相当する合ケイ素、活性期!とほぼ同程度の界

面活性を示すが，シロキサン系のものには劣る。

6) 三鎖型疎水基構造のシロキサン系カチオン活性剤 ((CH3)3 Si 0)3 Si (CHz) 3 N + (CH3) 3 ・ Ctー

は C.M.C. 以上の濃度では，水溶液の表面張力を 22-23 dynejcm まで下げる。

論文の審査結果の要旨

本論文は今までに合成されたことのない多数のケイ素およびスズを含む界面活性剤を合成し，

構造と界面活性の関係を明らかにしたもので， (1)各種シリコーン系活性剤では，合成が容易なシ

ロキサン系のものが表面活性が特に優れていること， (2)各種活性剤の水表面上での配向性を推定

し，シロキサン系のものはシノレメチレン，シラン系のものと異なり，特異な配向吸着性を示すこ

とをはじめて明らかにしたこと J3)ポリシラン誘導体を活性剤の分野に導入し，応用の可能性を

示したこと， (4)有機スズの界面活性への寄与をはじめて明らかにした乙と，などが特に注目され

る点であり，通常の炭化水素系活性剤に比べれば界面活性剤の重要な性質である表面張力低下能

が非常に優れていることを見い出している。またこれら活性剤の応用面に関しては，シリコーン

油・水間の界面張力の値からシリコーン油の優れた乳化剤として期待できること，ポリエチレン

グリコーノレに対する表面張力低下能を測定することによりウレタンフォームの整泡剤として利用

できること，ポリエチレンシートに対する湿潤力が優れていることなどを見出している。

このように本研究は現在の界面活性剤合成分野における先端をゆくものとして意義あるばかり

でなく，工業的応用が大いに期待できる内容を数多く含んでいるものと認められる。

よって本論文は学術上ならびに工業上貢献するところが大であって，博士論文として価値ある

ものと認める。
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